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見てみよう



① JAXAの地球観測衛星



JERS-1

ALOS

ALOS-2

ALOS-4

ALOS（だいち）シリーズ ⇒ Lバンド合成開口レーダは日本のお家芸！

なぜ衛星で観測するのか？

アクセス困難な場所：山間部、砂漠、海洋、北極/南極など

点ではなく、面でとらえることができる

合成開口レーダ（SAR：サー）って？

アンテナが大きいほど分解能がいい

高度700㎞から細かく見ようとすると、15㎞以上のアンテナが必要

小さなアンテナを集合させて大きなアンテナを作る

衛星の動きを利用して、小さなアンテナから大きなアンテナを作る
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② Lバンド合成開口レーダたち
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地殻
変動

地震発生前後の地面の動きを衛星と地表の距離の
差により捉える

解析により得られる地殻変動
（衛星－地表間の距離変化）

2枚の画像から地表面の動きをみる
 衛星が同じ場所に来た時に2回観測する
 2回の「ちがい」から、「地面がどれくらい動いたか」を調べる

例：地震で地面が持ち上がったり、沈んだりしたら、それがわかる

③ 衛星観測データの利用



観測事例

防災

能登半島地震

2024年1月1日16時10分頃、能登半島で発生したマグニチュード7.6の地震発生
2024年1月1日23時10分、ALOS-2による緊急観測を実施
国内防災機関等からの要請に基づき、1月1日～15日の間に10回観測を行いデータを関係機関に提供

国土地理院解析結果（2024年1月19日提供）から4mの隆起を確認
後日当該箇所を確認したところ、実際4mの隆起を確認

LバンドSAR衛星データの良さ
 夜間・天気に左右されない
 広範囲なデータ提供
 迅速なデータ提供（解析）

©synspective

©QPS

民間XバンドSAR衛星の協力



防災

災害前画像 災害後画像

災害前のデータ（画像）を撮りためておいて、
災害後のデータを使って違い（差分）を確認



主要な観測事例

防災

©国土地理院能登半島地震

新燃岳の噴火

火口の北東部において新たな
割れ目や噴出物によると考え
られる強度の低下した領域
「だいち４号」観測

火口の南東部においても新たな
噴火口や噴出物によると見られる
強度の低い領域
「だいち2号」観測

地震に伴う隆起が検出された地域の沿岸では、約200mの海岸線の変化
（陸化）がわかる。

最新情報：令和７年８月７日からの大雨について
©九州地方整備局

豪雨災害時には、雨雲に遮られ光学センサ（カメラ）では地表の様子が撮像できない
＝合成開口レーダの出番（昼夜区別なく、且つ天候に左右されず撮影可能）！
「だいち2号」の観測データを基に自動解析により浸水被害域推定を実施し、提供
⇒ヘリの飛行計画を設定

「だいち4号」でも同様な浸水被
害域推定に成功しているため、
引き続き衛星2機を活用し、災害
時の情報提供に貢献していく。

令和7年8月20日からの大雨について 秋田県

https://storymaps.arcgis.com/stories/b93cfb2a61684fc6a326fe71abd18375



森林
農業

LバンドSARは植生を通り抜ける。
ALOSシリーズの長期間データによる評価が可能

ALOS（2006年）打上げ後、同地域のデータを取りためて
きたからこそ、長期間の変化を確認することができる！

Lバンドは植生を通り抜けるた
め様々な情報が入手可能



森林
農業

とても暗い 暗い 明るい

水張り 成⾧期 収穫期

水田の把握

観測事例

ブラジルの森林伐採

世界の森林・非森林マップ

約20年の変化が分かる

ALOS ALOS-2 ALOS-4



海洋

海は広い！可能な限り広く撮り、海の上の状況を
確認する！

「だいち」シリーズは広域をみるモードがある

700㎞

350㎞



海洋

観測事例

船舶の把握

海氷の把握

©海上保安庁

©海上保安庁

危険・厄介な「流氷（海氷）」
・ 船舶航行の障害物 （航行不能、船体損傷、機関故障）
・ 定置網など漁業施設の被害
・ 昆布など藻場の被害

海氷速報

船舶の進行方向や詳細な形状がとらえられている
AIS（船舶自動識別信号）との組み合わせで色々分かる！
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実際に見てみましょう！

タブレットで、「だいち」シリーズが観測した画像を見
てみましょう！

2007年と2017年の森林の様子を比較してみて、
どのようなことが分かるかな？

使用するアプリ
Google Earth Engine


